令和元年度　北河内薬事懇話会　議事概要
日時：令和元年10月10日（木）午後２時～４時
場所：寝屋川市保健所　２階講堂
１　開会
２　議題
（１）後発医薬品安心使用促進事業の結果報告と今後の取組予定について
資料に基づき各担当者から説明
［資料１－１］大阪府後発医薬品安心使用促進事業
大阪府健康医療部薬務課　医薬品流通グループ　小森総括主査
・後発医薬品の使用割合80％を目指すため、後発品を安心して使ってもらうための大阪府の事業。今年度は昨年度の取組を府内全域に展開する。

［資料１－２］平成30年度後発医薬品安心使用促進事業に関する活動報告
門真市薬剤師会会長　喜多委員
・門真市は後発医薬品の使用率が高い方。今後も現在の後発医薬品使用率を維持していくためには、薬局薬剤師が介入し、後発医薬品の情報提供を続けていくことは大切。

（２）薬局における、24時間採尿による栄養状態の把握と栄養指導の効果の検証
資料に基づき説明
［資料２］24時間尿を用いた尿バイオマーカー測定による一次予防の可能性について
寝屋川市薬剤師会会長　寒川委員
・今年度、寝屋川市薬剤師会で実施する事業。武庫川女子大学国際健康開発研究所の家森教授が開発した方法で、24時間採尿用アリコートカップを用いて薬局で実施。薬局で実施するのは全国で初。寝屋川モデルとしたい。

（３）各支部薬剤師会での取組状況について
資料に基づき各支部より報告
［資料３－１］各支部薬剤師会での取組状況
・枚方支部：枚方市薬剤師会会長　岩瀬委員
市内13圏域の地域ケア会議及び多職種連携会議は医療・介護の連携としていく。
・北河内支部：北河内薬剤師会会長　大谷委員
災害用おくすり手帳として、薬や医療に関する相談窓口、救急の際の問合せ先等を既存のお薬手帳に付け加える形で作成予定。
・門真支部：門真市薬剤師会会長　喜多委員
災害対策について、災害時情報システムe-ST-aid(エストエイド)を今年度導入予定。

・守口支部：守口市薬剤師会会長　増田委員
調剤予約サービスシステム「スマホよ薬」を2019年９月より運用開始。
・寝屋川支部：寝屋川市薬剤師会会長　寒川委員
尿バイオマーカーの取組に関しては、基礎講習や講演会に参加した20～21薬局が実施し、60例程度を集める予定。
［資料３－２］災害用おくすり手帳について　　　　　　北河内薬剤師会会長　大谷委員
（４）その他
資料に基づき説明
［資料４］入退院時の情報共有を軸とした各種薬学的管理の提案検討事業
大阪府薬剤師会理事　羽尻委員
・今年度の大阪府薬剤師会の事業を寝屋川市薬剤師会で実施。
《主な質問・意見等》
【関西医科大学附属病院　村中副部長】
ジェネリックに変更できない医薬品があるのか。
【寒川委員】
先発品でなければいけない場合もある。全てを変えることは不可能。
【喜多委員】
処方箋の変更不可欄にチェックがなく、患者が納得されたら後発品へ変更可能。ただし、一般名又は先発品名記載で患者が先発品を希望されれば、先発品を調剤する。
【村中副部長】
電子版のお薬手帳が何種類かあるが、病院ではまだ対応できていない。
【寒川委員】
院内のシステムに電子お薬手帳を導入すれば活用しやすい。
【村中副部長】
導入しＱＲコードを読めば、ＰＣに取り込める方法はあるということですね。
【門真市医師会副会長　外山委員】
24時間蓄尿は、診療所では断念している。カップも高額で、費用負担はどうするのか。
【寒川委員】
１つ5,000円程度。中のカップは都度交換が必要だが、外側の容器は再利用できる。
３　閉会
資料10-3








